
株式会社元気アップつちゆ（福島県福島市）

１．土湯温泉町の概要

土湯温泉町は、福島県の県北地方、

県都福島市の中心部から西南に約１

６ｋｍ、標高４５０ｍの高原に位置

する県内でも有数の温泉観光地です。

周囲を「磐梯朝日国立公園」に囲ま

れ、温泉街の中央を一級河川「荒川」

が流れています。荒川とその支流に

はこれまで度重なる水害の歴史から、

多くの砂防堰堤が築造され、中には

貴重な土木遺産の認定を受けたもの

もあります。また、荒川は国の清流

調査において今年で「１１年連続水

質日本一」の栄誉に輝くなど、優れ

た自然環境や景観のほか、温泉は多

様な泉質で湯量にも恵まれているこ

とから環境省の「国民保養温泉地」

に指定されています。

温泉街の風景

このほか、みちのく東北を代表す

る伝統工芸品の「土湯こけし」があ

り、例年４月には「こけし祭り」が

開催され、大勢の皆様にイベントを

お楽しみいただいています。

日本三大こけし「土湯こけし」

２．活動開始の背景・経緯

平成２３年３月１１日に発生した

東日本大震災と直後の原発事故は、

土湯温泉町にも甚大な被害をもたら

しました。建物の損壊と風評被害を

伴った原発事故の影響により、震災

前に営業していた１６軒の旅館の内

約３分の１の５軒が廃業し、年間宿

泊客数は震災前の２７万人から１５．

５万人にまで激減しました。

震災から７か月後、土湯温泉町の

復興再生の志を持つ地元の方２９名

が集い「土湯温泉町復興再生協議会」

が誕生し、「温泉観光地の将来を占う

モデル地域の構築」、「自然再生エネ

ルギーを活用したエコタウンの形

成」など復興再生の５つのポイント

を掲げました。

復興再生協議会 設立総会

そして、平成２４年１０月、復興

再生の５つのポイントの一つ「計画

を支える組織の確立」に向け、地元

２団体が資本出資して「地域まちづ

くり会社」として当社が設立されま

した。その後、復興再生協議会は行

政（福島市）の参画と地域全体を巻

き込んだ「土湯温泉町地区まちづく

り協議会」へと発展し、国土交通省

の社会資本整備総合交付金「都市再

生整備計画事業」を活用して、廃業

した旅館を改修し、観光交流センタ

ーとまちおこしセンターとして再生

しました。また老朽化した公衆浴場

のリニューアルのほか、地域と行政

で締結した「土湯温泉町まちづくり

協定」に基づき、建築物の意匠、形

態、色彩等の修景整備や、道路の美

装化、ポケットパーク整備等に取り

組んできました。

リニューアルされた公衆浴場

３．地域資源の活用（発電事業）

震災時に三日間ほど続いた停電で

は春まだ浅く、時折小雪がちらつく

寒さのなか、暖房器具が使えない経

験をし、原発事故の風評被害も相ま

って、エネルギーに対する考え方が

大きく変わりました。原発に頼らな

い環境に優しい再生可能エネルギー

で土湯温泉町を活性化できないかと

考え、高温で湯量も豊富な温泉と、

温泉街を流れる河川の豊富な水量を

活用した発電事業を構想しました。

しかし、知識も経験もない素人が手

掛ける事業のため、発電プラントの

選定や事業資金の手当て、国の許認

可手続きなど困難の連続でしたが、

発想から５年後の平成２７年に、よ

うやく発電所が竣工し運転を開始し

ました。

温泉熱によるバイナリー発電所

この事業のバイナリー発電所の年

間発電量は約２６０万ｋＷｈで一般

家庭の使用電力量で換算すると約８

００世帯分、小水力発電所は年間約

１４０万ｋＷｈで一般家庭に換算す
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ると約２００世帯分を賄えることに

なります。

４．地域へ還元する仕組みづくり

土湯温泉町でも少子高齢化と人口

減少が進み、地域コミュニティを維

持するため、住みやすい地域を目指

した「地域支援事業」を創設し、売

電による収益の一部を地域に還元す

る仕組みを作りました。一つは、「土

湯温泉足軽サービス」と名付け、土

湯温泉町に住む70～74歳の車の免

許を持っていない方を対象に市内を

自由に乗り降りできるバスの無料パ

スを支給しています。もう一つは、

「土湯温泉通学マイロードサービ

ス」と名付け、高校、大学の通学生

を対象としたバスの定期券を無償化

しています。

今後も住民の負担軽減を図ること

で、安心して生活できる地域を目指

し、定住人口の増加に繋がる支援事

業に取り組んで行きたいと考えてい

ます。

５．地域振興・地域活性化事業

バイナリー発電所から排出される

大量の冷却水と温泉を利用して、南

米原産の「オニテナガエビ」の陸上

完全養殖に取り組んでいます。この

エビは「成長が比較的早く、釣りが

でき、高級食材で美味しい」という

優れた特徴がありますが、水温の維

持管理に大量の化石燃料を使うため

コスト面がネックとなり全国的に実

績はあまりありませんでした。この

コスト面の課題を当地域の地域資源

の温泉が解決し、陸上での完全養殖

を可能にしたのです。

「つちゆ湯愛（ゆめ）エビ」と命名

エビの養殖水槽

令和２年８月にはエビの釣り堀を

併設したコミュニティカフェ「おら

らのコミセ」を温泉街の一画にオー

プンしました。釣り上げたエビはバ

ーベキューで食べることもでき、ち

ょっとしたアトラクションとして好

評をいただき、賑わいを見せていま

す。

カフェ「おららのコミセ」内の様子

併設の釣り堀

現在、年間３０，０００匹養殖し

ていますが、共喰いの性質があるた

め実際には約１０，０００匹が生産

量になります。今後は生産量を増や

して旅館等へも安定して供給できる

よう取組んでいきたいと考えていま

す。

６．地域資源の活用（農産物）

平成３０年８月に福島市が国の構

造改革特区「福島フルーツ盆地（ぽ

んち）酒特区」の認定を受けました。

この特区を活用して地元酒米を使っ

た「どぶろく」とフルーツ王国ふく

しまのりんごを使った「果実酒（シ

ードル）」を醸造・販売する酒蔵「お

ららの酒ＢＡＲ醇醸蔵」を、空き店

舗を改装して温泉街の一画にオープ

ンしました。新たな地場産品と雇用

の創出に繋がり、現在、市のふるさ

と納税返礼品にも登録されています。

「おららの酒ＢＡＲ醇醸蔵」内の様子

７．交流人口の拡大

自然エネルギーによる発電事業と

エビの養殖事業の開始以降、これま

で年間約２，０００人の方に視察や

研修、施設見学などで土湯温泉町に

お越しいただきました。

地熱体験エコツーリズム

８．新たな事業の創出

コロナ禍でテレワークが推奨され

ている現在、温泉施設の一画に市内

ベンチャー企業による「コワーキン

グスペース」が開設されました。温

泉に入り、自然を楽しみ、創造力を

持って働けると利用者から好評です。

また、土湯温泉町では仕事（ワーク）

と余暇（バケーション）を融合した

「ワーケーション」事業に取り組ん

でおり、大自然に触れながらカヌー

などのアクティビティを体験した後

に温泉に浸かり、心も体もリフレッ

シュして仕事をするという新たなワ

ークスタイルを提案しています。

女沼でのサップの様子

９．今後の展望など

今後は、各事業を安定して継続・

発展させることにより復興再生を支

える地域まちづくり会社として地域

振興と活性化に努めていきたいと考

えています。

今年の３月で震災から１０年が経

ちました。土湯温泉町は古くから土

湯大火や度重なる水害に見舞われる

度に地域全体で困難を克服してきた

歴史があります。今年２月の福島県

沖地震や新型コロナウイルス等の影

響は依然としてありますが、ピンチ

をチャンスと捉え、地域全体で乗り

切っていきたいと思っています。

土湯温泉キャラクター
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